
溺姥ちゃん、まりこちゆん、「萄一事居室
7周3日、遠賀中央幼稚園の園児226人が夢いっぱいの

朝、遠信、農協、＼郵便局、役場に届けましたq届け充代表室
漆蜜一生懸命作りました。飾ってください。」とあいざ獲
る思わず温かい拍手が送られてきました。

繋慈雷総＼／義戦＼謹滴薗 ����憑 ヽ： 綴 

＼pj、 ��隠整瀾 l＼ ∴∴工∴言 、 ∴∴繋∴∵「 ∴十 ＼有田8m卒 ．∴悶芋∴ 

一∴ニー ＼、：八㌔〉 ＼言嘩 �＼ プ＼－／／1 ∴＼ ∴∴∴∴ ∴∴∴∴∴ 
）大要 �∴∴手薄 

藍 絹 ���∴監講習盤連濁聯調閥溺 
子　　　　　　　　　　　　　　†∴∴∴十：∴　∴∴ 

一　議∴一∴∴∴「 
＼繰　　　　　　　　　徳鰹 

旧聞＿　　整整註∴∴、 

∴・‥：、：；∴∴
No486
平成2年

月10日号
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一一†・亡へ 　：÷ 舵 

育待て白よ芭　　　　　　　　　　　火　　　　　　　　　　　う　のて楽夏の夏 つき咲弁艶蒲 や掃きにま苑 りぬあすに �お ん が 矯 歌 会 詠 革 � �救 �火 �種 類 �隼ま詰rO航空鵠密雲 救適し子泳飲白は池頓あす人ンでこじ 

足え雨 をか降 止なり め青そ 見斑そ ろに∴∴ぎ 花じむ 富みら 蒲いさ いてさ か賜の ない花 菩縞謹 絹∴∴∴∴咲 子房江：遷 ���急 �災 �町 名 � 

27 �0 �運 賃 

62 �再 

33 �再 

用量 
178 �2 �iつ 計 �言　∴日章十　　故 

こ
れ
で
も
な
た
も
レ
ガ
ッ
タ
通

3
分
5
0
秒
の
ド
ラ
マ
が
展
開
9
月
9
日
～
1
2
日

今
年
で
4
5
回
日
を
迎
え
る
国
民
体
育
大
会
の
漕
艇
競
技
が
こ
こ
遼
償
町
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
も
う

ご
存
じ
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
大
会
当
日
、
会
場
へ
行
き
「
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
」
と
か
「
舵
手
付
フ
ォ
ア
」
と
聞
き
愉

れ
な
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
耳
に
し
て
「
何
そ
れ
…
」
で
は
せ
っ
か
く
の
楽
し
み
も
半
漬
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
ち
ょ
っ
と
噴
門
的
に
な
り
ま
す
が
「
甜
艇
銘
技
と
は
？
」
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

圏
国
体
の
着
艦
競
技
は

5
雪
目
雛
技
で
す
。

漕
艇
競
技
は
一
般
的
に
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
毎
年
6
月
に
遠

賀
川
漕
艇
場
で
開
催
さ
れ
る
「
九
州
朝
日
レ
ガ

ッ
タ
」
の
よ
う
に
レ
ガ
ッ
タ
が
通
称
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
漕
艇
協
会
が
公
認
す

る
競
漕
用
艇
は
9
種
類
。
こ
の
う
ち
国
民
体
育

大
会
に
は
次
の
5
種
類
の
艇
を
使
う
の
で
す
。

次
に
、
艇
の
形
に
は
2
薗
類
あ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
種
目
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
シ
ェ
ル
艇
と
言
っ
て
こ
れ
は
艇
の
断
面

が
貝
殻
の
形
を
し
た
も
の
で
重
量
は
柳
～
0
0
佃

と
軽
く
ス
ピ
ー
ド
は
出
る
も
の
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
り
に
く
い
艇
で
す
。
も
う
一
つ
が
ナ
ッ
ク
ル

艇
と
言
わ
れ
日
本
だ
け
で
採
用
さ
れ
て
い
る
艇

で
断
面
が
指
関
節
の
形
を
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
は
シ
ェ
ル
艇
と
比
べ
て
安
定
怪
に
は
富
ん
で

い
ま
す
が
重
量
が
脚
～
間
借
と
重
く
ス
ピ
ー
ド

が
出
に
く
い
橋
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
競
技
種
目

①
舵
手
付
フ
ォ
ア
へ
成
年
男
子
1
部
、
成
年
女

子
、
少
年
男
子
、
少
年
女
子
）

③
舵
手
無
し
ベ
ア
（
成
年
男
子
1
部
）

③
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
（
成
年
男
子
1
蔀
）

④
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
（
成
年
男
子
1
部
、
成
年

男
子
2
部
、
少
年
男
子
、
少
年
女
子
）

⑤
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
（
成
年
女
子
）

こ
の
う
ち
①
、
⑧
、
④
、
⑤
は
シ
ェ
ル
艇
を

使
い
、
⑧
の
み
ナ
ッ
ク
ル
艇
で
競
技
を
行
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

昆
漕
ぎ
手
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
が
あ
る
ん
で
す
。

漕
ぎ
手
（
ク
ル
ー
）
を
4
人
必
要
と
す
る
舵

手
付
フ
ォ
ア
や
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
で
は
、
艇
首

側
か
ら
順
番
に
馳
手
（
バ
ウ
）
、
2
番
、
3
番
、

整
調
（
ス
ト
ロ
ー
ク
）
、
舵
手
（
コ
ッ
ク
ス
）

と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
応
じ

た
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
軸
手
（
パ
ウ
）
…
挺
首
に
最
も
近
く
、
他
の



二三‾寵薫 �一画 � �艇嘗　韓手 　二番三番 　望進農薬 
、．率 盲と‾i � �長　一i翠 

重ね漢書g �∴1㌧ ／生1、 謝 さ一m � 

クラッチ 

▲改良されたスライチ �インクシート � 

漕艇競枝の歴史
BC
1600年　エジプト時代に、船首に

背を向けて漕ぐ方法か生
まれる。

BC
1500年　フェニキアのガレー船

etc。

Regatta（競着会）

14世紀　ペニスのゴンドラ船頭の

競技会。
1716年　英国テムズ河岸にて、魚

商組合による競病舎。

（開始者　トーマス・ド
ケツト、ハノーバー家

よりプレザーコート）

1775年　英国青族による固定席

Reg8億8開催。

1815年　オクスフォード／ケン

ブリッジ大学対抗戦の

開蛤。
1839年　へンレーレガッタ開始

（近代競技規則の確立、
クラブチームの発足）

日本における着艦

明治16年　日本海軍の、カッター競
（1㈱）漕。

（墨田liI、天覧輪台〉

明治16年　東京帝大／東京師範。
（1㈱）（憂国Iii、対校レース）

明治42年　スライディングシートの
（朋）導入。

（東京高大）

明治44年　スライディングシートの
（1911）導入。

（明治大、早稲日大）

大正8年　シェル艇の採用。
（1919）（東京大学か提唱）

大正9年　日本潜艇協会股立。
（働）（大学7校）

大正9年　インターカレッジ開催。
（19a））

墳ク藤老遠 謀繋慧緩擁護議詰撥 の催し物を企画しています多数‾参加ください ���������遠 賀 俳 友 �洒遷魅夕 ら挙せ暮 す磯られ 終るを り朕 とけ なる り菖 し蒲 △の 

航空教室 �車間 8月7 � �時間 2泊3日 �曲SSSS○○略iSSS 搭乗（北九州上空） �00〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇器SSSSM●00000rii ��ii章！告幸 i擢警孟 ●流ぬ戚 1 8月9 ���出来ますo �受付 � ���‾i 宕紫 なの りあ 

体験捨乗 �8月8日 �� � �定員 �00名 上空を飛行 ‾　両 �℡093（23）0537 ��き　　し �句 �静　や か　し 

映画会 �8月8日 �� �� ア＿メ映画 劇映画 �墓地食I場で上映 　入場無料∴記念品物呈 ��● ● i醤 ∴「：∴∴ 　利 子子子子江選 �会 �なく る∴∴∴も 雨演 舞喜 ツ く 

音楽会 �8月8日 �� �航空自衛隊西部l航空 � 音楽隊による着実 �雨天時：墓地劇場 ���抄 

i齢∴∴濃 盆踊り 大会 �8月8日 ��18：00一針：00 �各地区婦人会の昏機 の験濃 飛び入り歓迎 �各種模擬店的店 

詳しくは、芦屋基地渉外亀　℡093（223）0981内線254へ。 

十善

漕
ぎ
手
の
調
子
を
見
た
り
、
時
に
は
声
を
か

け
て
励
ま
し
た
り
し
ま
す
。

●
2
番
、
3
番
…
錠
の
中
央
に
位
置
し
、
事
で

た
と
え
る
と
エ
ン
ジ
ン
の
役
割
を
果
た
す
た

め
体
力
の
あ
る
選
手
が
起
用
さ
れ
ま
す
。

●
整
圃
（
ス
ト
ロ
ー
ク
）
…
ク
ル
ー
の
要
と
し

て
、
レ
ー
ス
中
の
ピ
ッ
チ
の
上
げ
下
げ
や
全

体
の
ペ
ー
ス
配
分
・
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
「
む

か
で
競
争
の
先
頭
」
の
よ
う
な
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
す
。

●
舵
手
（
コ
ッ
ク
ス
）
…
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー

ル
ま
で
艇
が
最
短
踵
雛
を
進
む
よ
う
舵
を
操

作
し
ク
ル
ー
に
「
ス
パ
ー
ト
行
こ
う
」
　
「
さ

あ
行
こ
う
」
と
り
．
ス
ミ
カ
ル
に
声
を
掛
け
、

艇
の
レ
ー
ス
状
況
を
知
ら
せ
る
役
目
を
持
っ

て
い
ま
す
。

生
レ
ー
ス
を
応
援
す
る
な
ら

ゴ
ー
ル
付
近
の
特
電
席
。

国
体
の
漕
艇
競
技
で
は
各
種
目
、
男
女
と
も

1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
距
艦
で
そ
の
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点
に
は
各
レ
ー
ン
（
海

路
）
ご
と
に
ス
テ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
固
定
さ
れ
、

田
浦
ク
ル
ー
は
、
こ
の
ス
テ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
艦

尾
を
つ
け
、
寝
首
を
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
並
び
ま
す
。
次
に
ス
タ
ー
タ
ー
が

各
艇
に
「
用
意
は
い
い
か
」
と
呼
び
掛
け
、
確

認
し
た
後
に
「
D
I
L
の
号
令
を
掛
け
小
旗
を

振
り
下
し
て
発
展
さ
せ
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
直
後
の
各
艇
は
ス
ピ
ー
ド
に
乗
ろ

う
と
非
常
に
高
い
ピ
ッ
チ
（
一
分
間
に
漕
ぐ
本

数
）
で
漕
ぎ
出
し
ま
す
。
そ
し
て
2
0
～
0
0
本
漕

ぐ
と
普
通
の
漕
ぎ
方
に
落
ち
着
き
（
セ
ト
ル
・

ダ
ウ
ン
）
　
ス
ピ
ー
ド
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
し
ま

す
。
ゴ
ー
ル
の
手
前
細
メ
ー
ト
ル
付
近
に
な
る

と
コ
ッ
ク
ス
が
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
合
図
を
送

り
再
び
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
よ
う
指
示
し
ク
ル
ー

は
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
．
コ
ー
ル
を
目
指
す

の
で
す
。

ま
た
レ
ー
ス
中
に
コ
ー
ス
の
侵
害
や
他
の
艇

へ
の
妨
害
を
し
た
り
、
ス
タ
ー
ト
時
に
2
度
フ

ラ
イ
ン
グ
を
す
る
と
失
格
と
な
り
ま
す
。
レ
ー

ス
の
見
ど
こ
ろ
ば
や
っ
ぱ
り
せ
り
合
っ
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
艇
と
艇
と
の
壮
絶
な
デ
ッ
ド
ヒ
ー

ト
で
し
ょ
う
。
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
踵
理
を

シ
ェ
ル
艇
で
は
3
分
2
0
秒
前
後
、
ナ
ッ
ク
ル
艇

で
は
3
分
0
0
秒
前
後
で
．
コ
ー
ル
し
ま
す
。
こ
の

3
分
ち
ょ
っ
と
の
レ
ー
ス
の
縮
図
が
ゴ
ー
ル
付

近
と
な
る
訳
で
す
。
レ
ー
ス
を
終
え
た
ク
ル
ー

の
哀
憐
も
い
ろ
い
ろ
、
勝
っ
て
も
放
け
て
も
思

わ
ず
拍
手
を
送
り
た
く
な
り
ま
す
。



閉園田圃暗問詰薗

あじいちやん、
おばあちゃん
美味しい芋を作ってね。

6月20日（水）、午前8時から

西lII河III敵に完成した「生きがい

農園」で各地区老人クラブのお年

寄り300人が芋づるを構えました。
この農園は、厚生省の高齢者対

策のモデル指定をうけ遠賀町が実

施する事業です。

運営は町老人クラブ連合会に委

託され、毎月1、2回のペースで

水やりや雑草取りなどの手入れを

します。「お年寄りに生きがいを

感じてもらうことが第－です。天

候や体の調子に合わせて出て来て

くれればいいんです。」「収穫時

には都市部の幼稚園児などに芋掘

りを体験してもらいたい。」と代

表の大場芳郎さんが抱負を語って

くれました。

写真は7月22日（日）午後1時 

から水巻南中学校グラウンドで行 

われろ遠賀郡消防団ポンプ串操法 

大会へ向けて狸練習に励んでいる 

遠賀町チーム。今年の出場選手は 

子迫敏雄（指揮者・今古賀）入江i： 

義幸（1韻・若松）湖知致　　　　－　　”i鮭 
（2番貝・旧停）大場繁雑（3番　　箆 貝・鬼津）大場泉（4番貝・別 

府）の5人です。　　　　　　　　　　　　　1着 

このポンプ藻法、火災時におけ 

る現場出動から水利確保、ホース 

延長、放水、火災鎮火後の収納ま 

露諸芸諾豊胸趨物 
譜紫警諜磐澱。 います。 

イ‾「



●、ぅ・．

郡消防チーム九州大会1こ出場 
6月19日（火）に宗像郡福間町の福岡県消防学校で県下 

24消防本部の救助隊494人が参加して第16回福岡県消防救 

助技術大会が開催されました。 
日頃の訓練の成果を披露するこの大会、地元の遠賀郡消 

一一‾　　　　　メ会、 ����ま 

防暑チームは「局所人間救助」とiふく救出」に4チー ム12人が出場し全チーム入賞を果たしました。 

特に「高所人命救助」に出場した柴田副士長、坂本副士 

長、平松消防士、御国消防士チームは上位入賞を果たし、 

来る7月25日に宮崎市で行われる九州地区消防救助技術大 

会に福岡県代表として出場します。九州地区大会での活躍 
が期待されています。 

」〇〇〇一°　　∴‾－‾‾‾－i－　－　一一一一一一一－ 

重囲盲巨竜呂壷壷－〉 

繍 �I �＼l軸瞳濫 ∴㌔主な∴∵∵ 
妃 

霧高三邁＿1 

－ ����∴「 

泥んこ忙なりながら体験学習

6月23日（土）の午前9時から町内の各小学校（広漠、

島田、浅木）の2年生、5年生が田植えを体験しました。

これは町の主産業である農業を子どもたちにもっと良く

知ってもらおうと、ふれあい体験事業の一環として町教育

委員会が行ったものです。また、指導には遠賀米研究会と

郡農協の青年部に協力してもらい各小学校ごと600－1100

㍍の田んぼに約2時間50分かけてもち米の苗の植え付けを

行いました。

泥まみれになりながらも児童たちは「これ何本ずつ植え

るの？」「ぎゃ一足に何かさわった」と大はしゃぎ。秋の

稲刈り、冬のちらつき大会が楽しみですね。



蜜月の納鵠固薙資産税Ⅲ瓢湖1細娼）－7朋1日㈱
お問い合わせは‥…・役場℡293－1234番

／J

認
輔
。
田
園
合

夢
宅
地
建
物
取
引
主

任
書
の
資
格
試
験

●
試
験
日
）
m
月
2
1
日
（
日
）
午
後
l

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
●
試
験
会
場
）

福
岡
市
（
受
付
け
の
際
指
定
）
●
資
格
）

高
校
卒
業
者
ま
た
は
宅
地
、
建
物
の
取

引
に
関
し
て
2
年
以
上
の
実
務
経
験
者

な
ど
●
費
用
）
5
、
0
0
0
円
（
受
験

料
）
●
申
込
み
期
間
）
7
月
0
0
日
（
月
）

か
ら
8
月
3
日
（
金
）
ま
で
●
問
い
合

わ
せ
先
）
㈱
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ

ー
℡
0
9
2
（
7
8
1
）
5
1
6
9
へ

潜
在
看
機
力
活
用
龍
宮
全

県
と
県
看
護
協
会
で
は
、
保
健
婦
や

助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資
格

を
持
つ
末
就
業
の
人
を
対
象
に
、
就
業

促
進
の
た
め
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

●
期
間
）
1
月
5
0
日
（
月
）
か
ら
8
月

3
日
（
金
）
ま
で
の
5
日
間
●
場
所
）

小
倉
記
念
病
院
●
定
員
）
4
0
人
●
受
精

料
）
無
料
●
申
込
み
方
法
）
7
月
2
0
日

（
金
）
ま
で
に
遠
賀
保
健
所
℡
2
0
1

－
4
1
6
1
へ

婦
人
の
た
め
の
（
ワ
ー
プ
ロ
）

技
術
部
営
舎

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
で
は
、
就
業
希
望
の
婦
人
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
科
目
）
ワ
ー
プ
ロ
●
定
員
）
約
2
0
人

●
期
間
）
8
月
2
7
日
か
ら
9
月
2
5
日
ま

で
の
2
1
日
間
（
毎
週
月
～
金
曜
日
）
●

愛
機
時
間
）
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
の
一
日
5
時
間
●
受
講
料
）
無
料

た
だ
し
、
教
材
費
は
受
講
者
負
担
●
会

場
）
中
間
市
大
字
中
間
6
8
0
9
I
l

「
中
間
市
働
く
婦
人
の
家
」
●
申
込
み

受
付
日
）
1
月
0
0
日
、
3
1
日
の
二
日
間

●
申
込
み
方
法
）
彊
話
で
の
申
し
込
み

後
面
接
日
を
指
定
し
ま
す
●
申
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
℡
0
9
4
8
－

㊧
姐
。
諺
窮

会
費
1
0
0
万
円
！
大
分
市

の
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
鶴
材
）
　
「
大
分
市
の
四
季
」
を
テ
ー

マ
に
撮
影
し
た
作
品
（
花
、
緑
、
伝
統

行
事
や
祭
り
な
ど
大
分
市
を
紹
介
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
）
●
資
格
）
住

所
、
年
齢
、
プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ

ん
●
作
品
）
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
…
四

ツ
切
か
ら
半
切
ま
で
・
カ
ラ
ー
リ
バ
ー

サ
ル
…
縫
ミ
リ
判
か
ら
ブ
ロ
ー
ニ
ー
判

●
締
切
日
）
平
成
3
年
2
月
2
8
日
（
木
）

必
着
●
応
募
料
）
無
料
●
発
表
）
平
成

3
年
3
月
中
旬
●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

先
）
大
分
市
役
所
公
園
緑
地
課
℡
0
9

7

5

（

3

4

）

6

1

1

1

女
子
事
務
員
募
集

㈲
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員
）
若
干
名
●
資
格
）
0
0
蔵

ま
で
の
女
性
●
給
与
）
当
社
規
定
面
談

の
う
え
決
定
●
賞
与
）
年
2
回
～
3
回

●
申
込
み
締
切
日
）
7
月
2
0
日
（
金
）

●
申
込
み
方
法
）
写
真
添
付
の
履
歴
書

一
遇
を
郵
送
く
だ
さ
い
。
面
接
日
を
通

知
し
ま
す
。
●
申
込
み
先
）
遠
賀
郡
芦

屋
町
粟
屋
㈲
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
℡
2

2
3
　
－
　
0
．
4
0
2

新
規
大
学
籍
卒
業
書
の
た

め
の
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

県
と
県
地
場
産
業
人
材
確
保
対
策
協

議
会
で
は
来
年
就
職
さ
れ
る
学
生
の
み

な
さ
ん
を
対
象
に
県
勢
、
各
産
業
界
の

状
況
、
学
生
労
働
市
場
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

●
目
時
）
8
月
3
日
（
金
）
午
後
l
時

柳
分
か
ら
年
後
4
時
●
会
場
）
八
幡
労

働
会
館
●
内
容
）
・
福
岡
県
の
学
卒
労

働
市
場
の
説
明
・
代
表
的
地
場
企
業
の

採
用
担
当
者
に
よ
る
説
明
・
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
●
問
い
合
わ
せ

先
）
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
℡
0
9

2

（

7

1

4

）

1

5

5

6

手
に
職
を
持
っ
て
い
る
人
へ

内
職
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

当
内
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
頼
み
物
な

ど
の
内
職
を
志
す
み
な
さ
ん
に
、
技
術

八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
講
営
舎
案
内

《
8
月
後
半
～
9
月
前
半
分
》

★
金
属
塗
装
作
業

8
月
2
7
日
（
月
）
～
8
月
3
1
日
（
金
）
ま
で

5
日
間
、
午
後
6
時
か
ら
9
時
ま
で
、
定

員
用
人
▼
受
講
料
（
経
費
）
1
、
0
0
0
円

申
込
は
8
月
2
0
日
ま
で
に
左
記
セ
ン
タ

ーへ★
簿
記
3
級

8
月
2
1
日
（
火
）
～
日
月
1
日
（
木
）
ま
で

の
月
・
木
、
2
2
日
間
、
午
後
6
時
か
ら
9

時
ま
で
、
定
員
5
0
人
▼
受
講
料
（
経
費
）

1
、
5
0
0
円

申
込
は
8
月
1
0
日
ま
で
に
左
記
セ
ン
タ

ーへ★
機
械
組
立
仕
上
げ
l
・
2
級

8
月
2
7
日
（
月
）
～
5
0
日
（
木
）
の
4
日
間
、

午
後
6
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
、
定
員
1
0

人
▼
受
講
料
（
経
費
）
1
、
0
0
0
円

申
込
は
8
月
2
0
日
ま
で
に
左
記
セ
ン
タ

別
府
区
の
ラ
ジ
オ
体
操
に

君
康
健
二
が
や
っ
て
来
る
。

▽
と
き
＝
7
月
2
9
日
（
日
）
午
前
6
時
か
ら

7
時
ま
で

∇
と
こ
ろ
＝
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
の
場
合
は
町
民
体
育
館
）

▽
ゲ
ス
ト
＝
君
原
健
二
氏
（
メ
キ
シ
コ
五

輪
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

▽
内
容
＝
●
講
演
「
夏
パ
テ
防
止
対
策
と

体
力
増
強
」
●
ラ
ジ
オ
体
藻
●
ジ
ョ
ギ

ン
グ
指
導
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国保年金係
ミ明日の豊かな社会を

ひらく年金、のために

保険料委託徴収員を

設置。

国民年金保険料
委託徴収員

小村　栄さん
（新町）

本町は国の特別対策事業の指定

を受け、本年度7月から国民年金

保険料の徴収委託をはじめました。
これは年金思想の啓発や保険料収

納指導・被保険者の基礎年金権の

確立や年金受給に擬し不利益を少

なくする。・不慮の事故による障害

者年金の受給等に支障が起きない

様、みんなの年金としての田海な

運営を行うために委託したもので

す。

どうぞ、委託徴収員の巡回に擬

し、被保険者、町民のみなさんの

気軽な活用と利便にお役立ていた
だきますと共に巡回訪問に深い理

解とこ協力をお願い致します。

●保険料の納め忘れは
ありませんか。
保険料は定められた日（納付期

限）までに納めませんと、思わぬ

事故にあった場合、傷害基礎年金

や遺族基礎年金が受けられないこ

とがあります。

また、納付期限から2年を過ぎ
ると納めたくても納められず、将

来、老齢基礎年金が受けられない
ことにもなりかねません。

の
指
導
と
素
材
の
斡
旋
を
行
い
、
製
品

化
を
お
願
い
し
て
、
そ
の
加
工
賃
を
支

払
っ
て
生
活
の
安
定
の
一
助
に
努
め
て

い
ま
す
。
技
術
を
持
っ
て
い
な
か
ら
活

用
す
る
機
会
が
な
い
人
は
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
種
類
）
・
セ
ー
タ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
な
ど
の
編
み
物
・
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
・

縫
製
・
結
納
水
引
き
細
工
●
申
込
み
先

）
㈱
福
岡
県
内
職
セ
ン
タ
ー
北
九
州
駐

在
事
務
所
℡
（
6
8
1
）
3
7
7
9
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
馳
㊧
憧

「
行
方
不
明
考
を
さ

が
す
相
談
所
」
特
毅

県
欝
本
部
で
は
、
昭
和
6
3
年
夏
か
ら

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を

常
設
し
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
年
も
　
「
身
元
確
認
強
調
月

聞
」
行
事
と
し
て
「
相
談
所
」
を
特
殺

し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
は
お

気
撞
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
相
戯
内
容
〕

○
家
を
出
て
長
期
間
に
な
り
行
方
が
わ

か
ら
な
い
。

○
遺
書
や
日
常
の
言
動
か
ら
自
殺
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

○
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

〔
柏
餓
所
特
設
期
間
〕

8
月
2
日
（
木
）
か
ら
8
月
6
日
（

月
）
ま
で
の
5
日
間
（
毎
日
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
）

〔
相
戦
所
の
場
所
〕

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
・

福
岡
県
警
察
本
部
「
行
方
不
明
者
を
さ

が
す
相
談
所
」

〔連絡先〕

福
岡
県
馨
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
℡

0

9

2

（

6

4

1

）

4

1

4

1

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
－
」
ら
れ
た
人
へ

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引

き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
お

預
か
り
し
保
管
し
て
い
る
通
賃
や
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
が
上

陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨

・
証
券
な
ど

●
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日

本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の

▼
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
ば
か
り
で

な
く
、
ご
家
族
の
人
で
も
結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
人
は
門
司
税
関
監
視
部

℡

0

9

3

（

3

2

1

）

3

0

3

1

へ

お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
。

「
建
職
業
退
職
金
共
済
制
度
」

建
設
業
を
営
む
人
、
建
設
現
場
で
働

く
み
な
さ
ん
、
国
が
作
っ
た
「
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
約
年
に
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
作
ら
れ
た
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般

の
退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所

を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な

く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ
の
業
謡
の
中

で
働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た

期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る
み

の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
確

実
、
安
全
で
極
め
て
有
利
な
利
回
り
で

計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
〒
恥
福
岡
市
中

央
区
天
神
l
I
3
－
1
3
福
岡
県
建
設
会

館
℡
0
9
2
（
7
6
1
）
0
3
3
5
へ

∇
参
加
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▽
主
催
＝
別
府
公
民
館

∇
後
援
＝
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
青

少
年
育
成
町
民
会
議
、
子
供
育
成
連
合

会

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
あ
な
た
の

価
値
観
や
世
間
体
を

兄
直
し
て
く
だ
さ
い
。

郷
土
文
化
研
究
会

昔
、
洪
水
な
ど
の
後
に
河
川
敷
に
構

え
た
赤
米
な
ど
、
こ
の
地
方
に
伝
わ
る

お
米
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
）
7
月
2
1
日
（
土
）
午
後
l
時

0
0
分
～
●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館
和
室

●
内
容
）
卑
語
「
お
米
の
話
」
●
機
節
）

片
山
武
司
氏
●
参
加
）
ど
な
た
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ

先
）
水
口
℡
2
9
3
－
1
5
3
9
へ

●
テ
レ
ビ
放
送

▽
と
き
＝
7
月
2
1
日
（
土
）
午
前
1
0
時

0
0
分
か
ら
Ⅱ
時
桝
分
ま
で

▽
番
組
名
＝
「
春
に
向
っ
て
」

▽
放
送
局
＝
R
K
B
毎
日
放
送

●
同
和
岡
駐
機
涙
金

一
九
九
〇
年
、
今
年
は
「
国
際
識
字

年
」
で
す
。
「
国
際
課
享
年
」
に
あ

た
っ
て
、
横
浜
・
寿
識
字
学
校
代
表

の
大
沢
敏
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

識
字
学
習
・
識
学
運
動
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
識
字
は
、
す

べ
て
の
人
間
に
命
や
魂
を
ふ
き
こ
む

も
の
と
い
わ
れ
る
大
沢
さ
ん
の
識
字

運
動
の
歩
み
を
聴
き
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
＝
7
月
独
白
（
火
）
午
後
1
時

か
ら
午
後
3
時
5
0
分
ま
で

▽
と
こ
ろ
＝
九
州
厚
生
年
金
会
館

▽
内
容
＝
第
一
部
映
画
…
「
竹
の
子
の

う
だ
」
第
二
部
講
演
…
「
生
き
る
こ

と
、
学
ぶ
こ
と
－
国
際
識
字
年
に
む

け
て
I
L
　
（
大
沢
敏
郎
先
生
）
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内場裏時期

容日商付同　日

●　　　●

料　　滝
壷

金　　品

捨て犬・捨て猫
の被害がふえて

います。

犬や猫を捨てないでくださ

い。これらの行為は法律で処

罰されますし、野良犬・猶が

多くなる原因となるなど、大

変危険ですので絶対にしなし1

でください。また、どうして

も飼えなくなったら、役場保

健衛生係（a293－1234）また

は、遠賀保健所（1D20上4161）

園田園田四四回田圃田園
月別iこみた食中毒（昭和前年）

発行　福岡県遠賀都道質町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）印刷冷牟田印刷合資会社

総
合
検
診
の
実
施

圏

欄

豊
国

総
合
検
診
が
左
記
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
内
容
・
料
金
な
ど

に
つ
い
て
は
広
報
6
月
1
0
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
鬼
鴻
（
嘱
濃
公
民
競
）

7
月
鳩
目
（
月
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

○
広
濃
（
広
漠
公
民
競
）

7
月
Ⅳ
日
（
火
）
9
時
～
日
時

1
3
時
－
鳩
時

○
松
の
本
（
松
の
本
公
民
館
）

7
月
1
8
日
（
水
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

○
松
の
本
・
緩
光
苑
（
松
の
本
公
民
館
）

7
月
1
9
日
（
木
）
9
時
～
日
時

○
今
古
賀
（
今
古
賀
公
民
競
）

7
月
独
自
（
火
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

〇
本
守
（
木
や
公
民
館
）

7
月
2
5
日
（
水
）
9
時
I
n
時

1
3
時
～
鳩
時

○
上
別
府
（
上
別
府
公
民
館
）

7
月
2
6
日
（
木
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

〇
百
町
（
西
町
公
民
館
）

7
月
0
0
日
（
月
）
9
時
～
n
時

妊

　

婦

　

相

　

談

7
月
2
3
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
帖
時
5
0
分

1
3
時
釦
分
～
1
3
時
0
0
分

役
場
保
健
室

・
母
子
手
帳
の
交
付

・
新
生
児
の
扱
い
方

・
沐
浴
指
導

・
母
乳
に
つ
い
て

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者

のみ）
無
料

「
剖
な
板
の
衛
生
管
理

こ
ま
め
に
洗
っ
て
日
光
に
当
て
る

梅
雨
も
明
け
る
と
、
七
月
、
八
月
と
食
中

蕾
の
怖
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

台
所
用
品
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
「
清
潔
」

に
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
ま
な

板
で
し
ょ
う
。
ま
な
板
は
、
ど
こ
の
家
庭
で

も
使
わ
な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
よ
く
、
そ

れ
だ
け
に
い
つ
も
清
潔
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す

ま
な
板
を
使
う
場
合
は
、
必
ず
水
で
濡
ら

す
か
、
濡
れ
た
ふ
き
ん
で
ふ
い
て
、
湿
ら
せ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
乾
い
た

ま
な
板
で
、
魚
な
ど
の
材
料
の
調
理
を
す
る

と
、
ま
な
板
の
に
お
い
が
材
料
に
つ
い
た

り
、
逆
に
ま
な
板
に
魚
な
ど
の
に
お
い
が
し

み
つ
き
ま
す
。
特
に
、
魚
を
調
理
し
た
ば
か

り
の
ま
な
板
を
、
そ
の
ま
ま
お
湯
で
洗
う
と

生
臭
み
が
残
り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ

ー70

使
い
終
わ
っ
た
ま
な
板
は
、
水
を
た
っ
ぷ

り
流
し
な
が
ら
洗
い
ま
す
。
に
お
い
を
し
み

込
ま
せ
な
い
た
め
に
は
、
塩
を
振
り
か
け
て

タ
ワ
シ
で
こ
す
り
、
水
洗
い
し
て
か
ら
日
に

側
聞
側
0
0
脚
0
0
伽
獅

干
し
ま
す
。
い
く
ら
洗
っ
て
も
に
お
い
が

残
る
場
合
は
、
タ
ワ
シ
に
重
曹
を
直
接
つ

け
て
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
り
、
水
洗
い
し
ま
す
。

ま
な
板
は
細
菌
の
巣
に
な
り
や
す
く
、

中
で
も
包
丁
の
傷
あ
と
は
雑
菌
が
つ
き
や

す
い
も
の
。
と
り
わ
け
使
い
込
ん
だ
ま
な

板
は
傷
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
雑
菌
が
繁
殖

し
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ま
な
板
も
、
傷
あ
と
に
は
同
じ
よ
う

に
雑
菌
が
つ
き
ま
す
か
ら
、
過
信
は
禁
物

で
す
。
ま
た
、
ふ
き
ん
も
ま
な
板
と
同
じ

よ
う
に
、
毎
日
使
う
も
の
で
す
。
や
は

り
、
こ
ま
め
に
殺
菌
消
毒
を
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
な
板
の
殺
菌
消
毒
は
、
台
所
用
漂
白

剤
を
三
十
倍
ぐ
ら
い
に
薄
め
た
液
に
、
一

晩
つ
け
ま
す
。
こ
の
と
き
、
ま
な
板
を
ふ

き
ん
で
包
ん
で
つ
け
て
お
く
と
、
同
時
に

殺
菌
消
誌
で
き
る
の
で
合
理
的
で
す
。

こ
ま
め
に
洗
っ
て
、
日
光
に
当
て
殺
菌
す

る
　
－
　
ま
な
板
の
衛
生
に
は
、
欠
か
せ
な

い
こ
と
で
す
ね
。


